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平成２９年度 公益財団法人 日本体操協会

第３回理事会議事録

1.日 時  平成２９年１２月１６日（土） １３時００分～１４時３０分

2.場 所 T’s 渋谷フラッグカンファレンスセンター ８階 8H 会議室

3.出席者 ＜理事＞

      塚原副会長、具志堅副会長、石﨑副会長、山本専務理事、遠藤常務理事、

竹内常務理事、水鳥常務理事、塚原千恵子常務理事、山﨑常務理事、

中田常務理事、米田常務理事、加納理事、村木理事、田坂理事、福井理事、

              １５名

      （欠席）

  二木会長、竹村常務理事、荒木理事、田中理事       ４名

＜監事＞

      竹田監事、髙橋監事                   ２名

＜オブザーバー＞

 小竹英雄地域委員長

4.議題

4-1.審議事項

    （1）専務理事  ２０２３世界体操世界選手権大会立候補について

    （2）総務委員会 平成２９年度協会三賞表彰候補者の件

    （3）事務局   ２０１９世界トランポリン選手権大会特定資産扱い

    （4）事務局   「パルクール委員会」設置の件

4-2.報告事項

    （1）体操男女     第４７回世界体操選手権大会結果報告

    （2）トランポリン男女 第３２回世界選手権大会結果報告

    （3）総務委員会   世界選手権大会メダリスト対する報奨金

    （4）総務委員会   ２０１７優秀選手・指導者表彰
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    （5）総務委員会   倫理規程条文追加について

    （6）東京五輪 P    ２０２０東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ競技ボランテイア採用方法概要

    （7）専務理事    平成２９－３０年度顧問名簿

    （8）地域委員会   障がい者専門部会報告

    （9）審判委員会   平成２９年度新体操女子１種公認審判員認定講習会 報告

    （10）体操男子強化  第４８回世界選手権大会選考について

    （11）事務局     平成３０年度会議・事業計画日程について

    （12）事務局     登録選手のマーケテイング活動について

5.髙橋新監事挨拶

現職は日本大学商学部長で、かつて器械体操経験者で、いずれは体操に関わる

     仕事をやってみたかった。今回、監事を拝命し、頑張っていきたい。

6.議長の選出

     今回二木会長が体調不良のため、欠席となり、塚原副会長が 議長に選出された。

7.塚原副会長挨拶

新体操世界選手権では、すべての出場種目でのメダル獲得となり、４２年ぶりの

個人種目別及び団体での銅メダルを含む４個のメダル獲得。

体操男女も３個の金メダル、１個の銅メダル獲得、特に女子はゆかで６３年ぶり

の金メダル獲得となった。トランポリンも男子が団体銅メダル、女子は史上初の

個人・シンクロで銀メダルを獲得。

体操男女、新体操、トランポリン全ての種目でメダル獲得（１１個）となり、

２０２０東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸに向けて素晴らしいスタートとなった。今後も協会一丸と

なってサポートしていく。

8.権限審査

本日、理事会の出席者は 15 名であり、定款第 7 章第 39 条の定足数 10 名を超え

ているので本会議は合法的に成立していることを渡邉事務局長より報告した。

9.議事録署名人

議長は、議事録署名人として議長と竹内常務理事の 2 名を指名し、議場に諮り、

全員が賛同した。

なお、出席の竹田・髙橋監事は定款第 43 条第 2 項の規程により、理事会

議事録に記名押印することとなる。
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10.審議事項
       第 1号議案 ２０２３第５２回世界体操選手権大会立候補について

  山本専務理事は、資料に則り、下記のとおり、説明を行なった。

             大会名：２０２３年第５２回世界体操選手権大会

             開催時期：２０２３年１０月

             開催場所：東京（会場未定）

             開催理由：東京五輪後も体操競技のムーブメントを継続していくため

                  テレビ朝日の全面協力もあり、国内での体操のアピールの機会を

                  得るため

             参考：２０１８年 ドーハ（カタール）、

２０１９年 シュツットガルト（ドイツ）

２０２１年 コペンハーゲン（申請中）

２０２２年 未定

       計上費用：約８億円

 議長は、山本専務理事の説明に対し、質問・意見の有無を確認し、議場に

 諮った。特に意見もなく、第 1号議案は原案通り、承認・可決された。

     第 2号議案 平成２９年度協会三賞表彰候補者の件
  遠藤総務委員長は、資料に則り、下記のとおり、説明を行った。

       全国９ブロック及び加盟団体、委員会より、功労賞１８名

(北海道) 佐藤 辰彦、(福島) 松田 明、(秋田) 高橋 篤志
(群馬) 大橋 侃、(千葉) 齊藤 達雄、(東京) 前田 哲男
(長野) 竹内 利美、(富山) 崎 壬卿、(愛知) 杉浦 幸雄
(静岡) 林 幸男、(京都) 塩見 正典、(大阪) 武田 庄治
(広島) 西田 正明、(愛媛) 石原 実、(佐賀) 藤島 敏雄
(全日本シニア体操クラブ連盟) 山本 将之、
(全日本学生体操連盟) 三輪 康廣、(審判委員会) 辻 哲夫 

       世界選手権大会メダリスト 栄光賞 １１名

        新体操３名：竹中 七海、鈴木 歩佳、皆川 夏穂

        体操１名 ：村上 茉愛

        トランポリン７名：伊藤 正樹、岸 大貴、棟朝 銀河、堺 亮介

                 森 ひかる、高木 裕美、岸 彩乃
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議長は、遠藤総務委員長の説明に対し、質問・意見の有無を確認し、議場に

       諮った。特に意見もなく、第 2号議案は原案通り、承認・可決された。

第 3号議案 ２０１９年トランポリン世界選手権大会特定資産扱いについて
      渡邉事務局長より、資料に則り、下記説明を行った。

      当協会規程 「特定資産等取扱規程」理事会承認手続きが必要なため、

       大会名称：２０１９世界トランポリン選手権大会

       大会期間：２０１９年１１月２３日～１２月９日まで（年齢別含む）

       開催場所：東京 有明体操競技場

       活動期間：２０１７年度より２０１９年度まで

       積立限度額：３億円。毎年、１億円ずつ、積立て、大会費用を賄う予定 

議長は、渡邉事務局長の説明に対し、質問・意見の有無を確認し、議場に

      諮った。特に意見もなく、第 3号議案は、原案どおり、承認・可決された

第 4号議案 「パルクール委員会」設置の件
渡邉事務局長より、資料に則り、下記説明を行った。

      （経緯）国際体操連盟は５月に「パルクール」を FIG種目として決定。
          ２０２４パリ五輪より、採用種目に追加するため、

         「2018FISE広島大会」推進準備中。
                   FISE：エクストリーム・スポーツ国際フェスティバル

 Festival International des Extremes 

推進体制 委員長  島田 善

副委員長 針谷和昌（事業委員会副委員長）

委員   荒本英世（競技担当）

  委員 安倍賢司（強化担当）

委員   女性検討中（普及担当）

 推進内容 強化関係：ルール、大会規程、審判等

強化関係：代表選考方法、コーチ、トレーナー、指導者等

普及関係：登録、事業、広報等

            各計画からシステム作り。

 推進日程 29/11～30/3 パルクール委員会準備会（FISE広島大会準備）
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30.4.1.      パルクール委員会発足
30.4/6-8     2018広島大会参加
30.5/8-13    2018モンペリエ大会参加
30.9         2018ブタペスト大会参加
31.1.        2018成都大会参加              

       （参考）FISE広島大会 下記法人を 1月末目途に設立準備中
           一般社団法人 日本アーバンスポーツ支援協議会

                     (Japan Urban Sports Support Committee) JUSC 
山本専務理事、針谷事業委副委員長が理事候補者

          一般社団法人 アーバンスポーツ大会組織委員会

           渡邉事務局長理事候補者

          両組織とも渡辺守成 FIG会長予定、協会税理士竹内氏監事就任予定

      議長は、上記の説明に対し、質問・意見の有無を確認し、議場に諮った。

      席上、小竹地域委員長より、下記発言があった。

       ・新しい種目であり、日本ではあまりなじみがない。よくわからない。

       ・地域としては、トランポリン、男子新体操、アクロもあり、対応が大変。

       ・全国代表者連絡会議等でより、分かりやすい説明をお願いしたい。

      田坂理事より、広島 FISEについて補足説明あり。
       ・広島での会場は、旧広島市民球場の跡地利用予定。     

以上の意見を踏まえ、第 4号議案は 4月から新設することを承認・可決された。
全国代表者会議等で更に分かりやすい説明をすることの条件付きとなった。

11.報告事項
第１号 体操男女強化：第４７回世界選手権大会結果報告

 水鳥本部長より、男子体操の報告を行った。

白井健三 個人総合  銅メダル

      白井健三 種目別ゆか 金メダル 

      白井健三 種目別跳馬 金メダル

安里圭亮 種目別跳馬 6位
宮地秀享 種目別鉄棒 5位   

      ・内村選手の怪我のアクシデントがあったが、白井選手の成長は収穫。

     ・中国、ロシアが力をつけている。若手の奮起に期待したい。
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     塚原千恵子本部長より、女子体操の報告を行った。

      村上茉愛  個人総合  ４位

      杉原愛子  個人総合  ６位

      村上茉愛  種目別ゆか 金メダル（６３年ぶり）

      村上茉愛  平均台   ４位

      寺本明日香 平均台   ６位

      宮川紗江  跳馬    ８位

     ・４名全員が予選通過したことは評価。但し、段違い平行棒は反省。

     ・ドーハの世界選手権は団体 3位を目標に強化する。

第 2号 トランポリン男女：第３２回世界選手権大会結果報告
中田本部長より、男女トランポリンの報告を行った。

      男子団体  銅メダル （４大会ぶり）

            伊藤正樹、岸 大貴、棟朝銀河、堺 亮介

      個人    伊藤正樹 8位
      シンクロ  第６位（伊藤正樹、棟朝銀河）

      タンブリング団体 第８位

      ・中国、ロシアに差を広げられている。下位チームも力をつけてきている。

      ・筋力・体力面の強化に努め、強化を着実にしていきたい。

      女子団体   第５位

      女子個人   岸 彩乃  銀メダル  史上初

      女子シンクロ 森 ひかる、高木裕美 銀メダル 史上初    

    ・史上初のメダル獲得は評価できる。（強豪選手の失敗はあったが）

      ・原点に返り、地道に強化を図っていく。

    遠藤常務理事より、質問があった。

     今回の規則変更は日本にとって、プラスかマイナスか？

     ⇒新しく着地位置が採点に加えられるようになったが，高さが出なくなるなどの

影響が出るため特に日本に有利不利はないと思われる。
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第 3号 総務委員会：第４７回世界体操選手権等におけるメダリスト報奨金について
 遠藤委員長より、次の報告があった。     （金額単位：万円）

<体操>       獲得メダル 通常  特別   計

      白井健三 総合３位、ゆか 1位、跳馬 1位 120 50 170 
      村上茉愛 ゆか 1位        50      50    100 

<新体操> 
     杉本早裕吏 総合３位，種フ３位,種ロボ２位 70      20      90 

松原梨恵  総合３位、種フ３位,種ロボ２位 70      20      90 
     国井麻緒  総合３位、種フ３位       40      20      60 

竹中七海  総合３位、種フ３位,種ロボ２位 70      20      90 
     鈴木歩佳  総合３位、種フ３位,種ロボ２位 70      20      90 
     横田葵子  総合３位、    種ロボ２位 50      20      70 

皆川夏穂  フープ 3位           20      20      40 
         <トランポリン>  
     伊藤正樹  団体３位            20              20 

岸 大貴  団体３位            20              20 
     棟朝銀河  団体３位            20              20 
     堺 亮介  団体３位            20              20 

森 ひかる シンクロ２位 史上初      30      20      50 
高木裕美  シンクロ２位 史上初      30      20      50 
岸 彩乃  個人２位   史上初    30      20      50 
合計  １６名           730  300  1,030 

第４号 総務委員会 ２０１７年優秀選手・指導者表彰について

    遠藤委員長より、下記の報告を行った。

最優秀賞 ２名   白井健三、村上茉愛

優秀賞 １８名   杉本早裕吏、松原梨恵、国井麻緒、竹中七海

                横田葵子、鈴木歩佳、皆川夏穂、斉藤瑞己

                金井拓海、北爪凛々、内村航平、伊藤正樹

                岸 大貴、棟朝銀河、堺 亮介、森ひかる

                高木裕美、岸 彩乃

●優秀指導者 １０名 畠田好章、瀬尾京子、インナ・ビストロヴァ、

ナディア・ホロドコヴァ、杉原良依、佐藤寛朗、

中田大輔、山口 学、藤池亮太、丸山章子
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第 5 号 総務委員会 倫理規程条文追加について

 遠藤委員長より、次の報告があった。 

第１２条 違反行為の対象者並びにその所属する団体、関係者については、

本会の調査依頼等に対して積極的に協力をしなければならない。

本件、コンプライアンス強化の観点から、調査を円滑かつスピードをもって

行うため、また協会顧問弁護士のアドバイスにより追加指導のあったもの。

第６号 東京五輪Ｐ ２０２０東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ競技ボランテイア採用方法概要

遠藤プロジェクトリーターより、下記の報告があった。

  本会の利用方法 

1. ＪＧＡ web システム利用及び利用できなかった場合の特別措置２種類を

用意し、ボランテイア募集を実施。（２０１８年３月～７月）

2.申込者が多い場合と少ない場合の対応は引き続き検討する。

 案内はホームページ及び都道府県協会・加盟団体への通知

      組織委員会のボランテイア採用計画（調整中）

       ２０１７年１２月末 各競技採用方針を確立

       ２０１８年１月～７月 競技ごと採用候補者選出

       ２０１８年夏頃エントリー（応募開始）大会期間中まで

       以下 詳細は省略              

第７号 専務理事：平成２９-３０年顧問名簿

山本専務理事より、次の報告があった。

候補者２７名のうち、２６名の就任が決定。

１．吉田 夏  ２．松田治廣   ３．丸山伊三保

４．平岡英信  ５．河合敏男   ６．池田敬子

７．千葉敬伍  ８．田中武彦   ９．秋間健男

１０．笹田茂和 １１．八島 正  １２．笠松 茂

１３．梶山広司 １４．五日市享児 １５．岡村輝一

１６．大島斎礼 １７．早田卓次  １８．柳 善二郎 

１９．加藤澤男 ２０．瀧澤康二  ２１．関田史保子

２２．竹田幸夫 ２３．塩野尚文  ２４．長谷川輝紀

２５．小竹英雄 ２６．渡辺守成



9 

   渡辺守成顧問は会長命による特別顧問。

席上、山崎常務理事より、２６名なのに、定款の若干名とあることに違和感がある。

正副会長会議で議論したところ、協会に貢献した方達を一方的に除外するのはいか

なるものかとの議論あり。今後、改定を検討したい。

第８号 地域委員会：障がい者専門部会報告（第 1 回開催報告）

小竹地域委員長より、下記の報告があった。

日時：平成 29 年 11 月 16 日～18 日

場所：札幌市 はんざわ体操クラブ、網走市 オホーツクスポーツクラブ

参加者：小竹、田坂、竹内、村木、田野辺、半澤

内容：札幌・網走両クラブ視察。

・今回の視察を契機に今後の方向性を纏めていく予定。

目的；普及活動を優先させ、全国各地の体操クラブに障がい児への

体操普及を図る等。

第９号 審判委員会 平成２９年度新体操女子１種公認審判員認定講習会報告

竹内審判委員長より、資料に則り、説明を行った。

日時：平成 29 年 12 月 2 日（土）～3 日（日）

場所：味の素 NTC 
試験内容：理論試験（100 問/90 分）、

実技技採点試験（個人 16 演技/団体 8 演技）

           受験者 １４０名 合格者 ８３名 合格率 ６０％  

           合格者名簿は省略。

第１０号 男子体操 第４８回世界選手権大会選考について

水鳥本部長より、資料に則り、説明した。

・下記の選考方法にて５名の代表選手を選出。

①個人総合上位者  2 名

②チーム貢献得点選出者 A（個人総合 5 位以内）  1 名 

③チーム貢献得点選出者 B（個人総合 12 位以内） 1 名

④チーム貢献得点選出者 C 1 名          

・２０２０東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ出場権団体総合 3 位以内獲得目標。
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第１１号 事務局 平成３０年度会議日程及び事業計画

     渡邉事務局長より、会議日程、事業計画の報告があった。

          来年度大会は高崎アリーナが 7 試合も組まれている。

          現在の日程案であるので、変更もあるので、承知して欲しい。

第１２号 事務局 登録選手のマーケテイング活動について

          前回理事会で承認された題記について、個人スポンサーについて

契約手数料を日本体操協会以外のスポンサーについて、徴収するか

他の NF を調査した結果、ほとんどの NF が未徴収だったため、

当協会も手数料をなしとするとの報告がなされた。

第１３号 その他

          中田トランポリン男子本部長より、川崎市で開催されているジャパンオープン

の案内があった。

遠藤総務委員長より、モントリオール体操世界選手権大会での新技がＦＩＧよ

り認定された旨の報告があった。

             ミヤチ  （鉄棒：伸身ブレッドシュナイダー）

             スギハラ （平均台：足持ち 2 回ターン）

11.閉 会  議長は、すべての事項の終了を確認し、１４時３０分に閉会を宣言した。

      平成２９年１２月１６日

                     議 長      塚原 光男

                     議事録署名人   竹内 輝明

                     議事録署名人   竹田 幸夫

                     議事録署名人   髙橋 史安


